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Ⅱ 平成 30年度の特筆すべき取組／令和元年度の計画 

【平成 30年度実績】 

1. コホート調査と地域の健康復興への貢献 

No.22 ②-1 経済・社会的課題に応える戦略的研究の推進 

No.37 ①-1 東北大学復興アクションの着実な遂行 

No.39 ②-1 科学的知見に基づく国際貢献活動 

 

実績報告  

 東北メディカル・メガバンク計画で行ってきたコホート調査においては、平成 28年度までに約

15.7万人の参加（岩手県における岩手医科大学による実施分 3.2万人も含む）を得て日本最大

級のコホートを形成し、このうち、7.3万人規模の三世代コホートは、出生からの家系付きゲノムコ

ホートとして世界最大規模に達した。平成 29年度からは詳細二次調査を含む追跡調査を実施し

ている。  平成 30年度においては、詳細二次調査を 23,418人（平成 29年度からの累計は

41,691人）のコホート参加者に対して実施するなど追跡調査を順調に実施した。また、コホート調

査の一環として行っているMRI画像測定を含む「脳とこころの健康調査」において、目標としてい

た 1万人に対する実施を達成した。さらに、ToMMoクリニカルフェロー制度により、被災地の医

療機関等に若手医師延べ約 100名を派遣しており、宮城県をはじめとした各自治体・医療機関

からは取組への謝意と継続の要請を受けている。 

 コホート調査の個別の結果は、各参加者に直接伝えられ健康向上へ役立ててもらっているが、

特に極端な異常値を示した場合は、参加者の利益を最優先と考えて、早急な医療機関受診を勧

める緊急回付状を送付している。平成 28年度までに、MRI画像測定時に偶発的に見つかった

無症候性所見 97例を含む 465名に緊急回付状を送付した。また、小児の健康調査を開始した

平成 29年度の詳細二次調査からは、大学病院小児循環器専門医と連携して、精密検査を必要

とする小児心電図 36例を含む 240名に緊急回付を行った。 

 コホート調査から得られている成果は震災における健康被害の実態を示すものとして大いに注

目を集めており、その成果は報道でも幾度にわたり取り上げられた。調査の結果から課題の抽出

された市町村の一部では、特定健診・特定保健指導の場などで、当機構による調査結果を受け

た新たな取り組みが当機構との協議のもと開始されるケースもあり、支援を継続している。また、

家系付きゲノムコホートを大規模に実施している事例として世界的な注目も浴びており、平成 30

年度には、オランダで「Lifelines」コホートを実施しているグローニンゲン大学との共同研究が開

始された。ここまでの成果を参加者に説明するため結果報告会を県内 7か所で開催した。いずれ

も当初の予想を大幅に上回る来場者に恵まれ、成果に対するコメントや本事業の長期的な継続

を望む声を頂戴している。  
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2. バイオバンクや解析基盤提供を通した医学研究への

貢献 

No.22 ②-1 経済・社会的課題に応える戦略的研究の推進 

No.37 ①-1 東北大学復興アクションの着実な遂行 

No.39 ②-1 科学的知見に基づく国際貢献活動 

 

実績報告  

東北メディカル・メガバンク計画によるバイオバンクは、平成 27年度に全国の研究者からの申請

に基づき公平な外部審査を経て試料・情報の提供を行う分譲を開始しており、平成 31年 3月末

までに 21件の試料・情報分譲及び 129件の共同研究が成立し、外部研究者に 15,452本の試料

が提供された。また、15万人分 350万本の試料、健康調査情報、10万人を超えるゲノム情報を

保有するバイオバンクとして試料・情報の品質や管理技術の向上に努め、試料・情報分譲に関わ

る業務範囲について第三者認証取得（ISO9001品質マネジメントシステム、ISO27001情報セキ

ュリティマネジメント）を継続した。また、要請を受けて、他部局（医学系研究科（消化器内科）、東

北大学病院）や他機関（婦人科悪性腫瘍研究機構、慶應大学）が実施する研究における試料・情

報管理に協力した。収集した情報は、2.3万人分の健康調査情報やジャポニカアレイによる擬似

全ゲノム情報に加えて、平成 30年度には約 9000人分の擬似全ゲノム情報及び約 600人分の

NMR/MS メタボローム解析情報、及びそれぞれの対象者の生体試料、基本情報、調査票（生

活）既往歴情報が統合データベース dbTMMに収載し、外部の研究者に提供している。 また、

平成 30年度には、日本人のゲノム解析を行うためのひな型となる「日本人基準ゲノム配列

（JRGA）」の初版 JG1 の作成に世界で初めて成功し、全世界の研究者に向けて公開した。ま

た、平成 30年度においては、3,500人規模の日本人の全ゲノムリファレンスパネルに①INDEL

頻度情報、②1塩基ごとの平均深度データ情報、③変異情報をタンパク質立体構造上にマッピン

グするツールなどを追加した 3.5KJPNv2の構築、当計画で行ったすべての全ゲノム解読（約

4,000人分）のゲノム解析レポジトリ情報の構築、さらに 5,000人規模のメタボローム解析情報

を倍以上の 10,000人規模へ拡張し、これらの情報を日本人多層オミックス参照パネル（jMorp）

上で全世界の研究者に向けて公開した。 これらの試料や情報を利用して平成 31年度までに

237報の論文が発表された（2月 28日集計、責任著者が TMM所属の論文を除く。） 全国のゲ

ノム関連解析基盤として整備したスーパーコンピュータに遠隔地からアクセスするための遠隔セ

キュリティエリアの整備に取り組み、平成 30年度にはこれを 9拠点（累計で 19拠点）に設置し

た。なお、今後の分譲情報の拡大に貢献するために 7万人の SNPアレイによるデータ取得を完

了した。遺伝型インピュテーションによる全ゲノム復元作業を進め、次年度以降の分譲に向けて

着々と準備が整っている。 
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3. コホート調査における企業との協業の実現 

No.22 ②-1 経済・社会的課題に応える戦略的研究の推進 

No.37 ①-1 東北大学復興アクションの着実な遂行 

No.39 ②-1 科学的知見に基づく国際貢献活動 

 

実績報告  

 東北メディカル・メガバンク計画によるコホート調査は数万～10万の単位の地域住民に対して、

同一の健康調査を実施している。この数万～10万の、膨大なデータを取得しながら定期的に当

機構からコンタクトを行っている人の集団が、多くのデータを収集し分析する機会を求めている企

業にとって魅力となり、共同研究などの機会創出につながっている。 

 当機構が行っている生理機能検査やアンケート調査に、各企業がそれぞれ独自の視点で 1～

数項目を追加することで成立する「アドオンコホート調査」が、コホート調査を基盤とした共同研究

における一形態として、確立され、多方面からの注目を得ている。平成 29年度から実施している

オムロン ヘルスケア社及びヤクルト本社とのアドオンコホート調査において、平成 30年度末ま

でに前者は約 6,000人から、後者は約 27,800人からの協力が得られた。さらにヤクルト本社と

は腸内細菌叢に関するアドオンコホートも開始し、平成 30年度末までに約 1300件の検体を収

集した。当機構の持つ豊かな健康データに企業のアイデアを加えることで世界最先端の成果創

出が可能になるシステムであり、令和元年度中にも更に数件の開始が検討されているなど、今後

のさらなる拡大が期待される。また、大規模コホートを活用して東北 COI拠点等で開発を進めて

きた、日本人に特化した SNPアレイ「ジャポニカアレイ」について、平成 30年度には、日本製薬

工業協会等のニーズを伺った上で、疾患志向の「ジャポニカアレイ v3」の開発を完了し、令和元

年度中に発売予定である。 
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4. 未来型医療拠点の整備 

No.22 ②-1 経済・社会的課題に応える戦略的研究の推進 

No.30 ②-1 世界最高水準の最先端研究機構群の設置 

No.37 ①-1 東北大学復興アクションの着実な遂行 

No.39 ②-1 科学的知見に基づく国際貢献活動 

 

実績報告  

 未来型医療拠点を世界トップレベル研究拠点の一つとして 8部局の参画によって設置された未

来型医療創成センターにおいて、平成 30年度においては、フランスの原子力・代替エネルギー

庁との協働による日仏コラボレーションセミナーを開催するとともに、8部局が参画する未来型医

療創成センターを整備し、研究の実務を担う研究者の採用などを進めた。また、大学病院個別化

医療センターと連携し、クリニカルバイオバンク（疾患バイオバンク）を整備し、検体の受け入れを

開始した。 
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